
2022 年 8 月 28 日㈰、「第７回 豊橋ふれあい親子ペア将棋大会」を開催しました。 
 

コロナ禍のため昨年、一昨年が中止になり、勇躍 3 年ぶりの大会開催に踏み切りました。 
コロナの影響力が下火に成りつつあると思われていましたが、第 7 波の到来で参加ペアを少なく予想し
て 24 組を定員と設定しましたが、（前回 24 組 前々回 32 組を参考）28 組に達しました。コロナでドタ
キャンがあることを覚悟して怯えていましたが、当日無事にどこも欠けることなく今回 2８組のペア参加
が許されました。参加ペアは愛知県内東三河地区 豊橋市 13 組、豊川市 2 組、田原市 1 組。⻄三河地区 
岡崎市 2 組 豊田４組。尾張地区 名古屋市 2 組、春日井市 1 組 一宮市 1 組、日進市 1 組、愛知県
外 静岡県浜松市 1 組の内訳でした。 
午前は A〜G 各組 4 ペアの７組に分かれて総当たりによる予選リーグを行い、午後は二つの山に振り分
けて 2８組のうち，勝者トーナメントは 16 ペア、敗者トーナメントは 12 ペアで戦いました。各組 1、2
位は自動的に決勝トーナメントに進出し、各グループ 3 位の成績上位ペア２組を選出して決勝トーナメ
ント戦を行いました。 
  
勝ち組トーナメントの決勝戦は公開対局 大盤解説 中澤女流 2 段で熱戦譜をホールの皆さんと鑑賞しまし
た。決勝に勝ち上がったのは、Ａ組 1 位の加藤優弥・高之ペアが先手、 D 組 1 位 ⽯⿊練太郎・悦従 ペア
の後手で対局が始められました。戦型は居飛車角換わり。王位戦で藤井聡太王位に豊島将之九段が挑戦する最
新研究といってよい前後同形で、じりじりした中盤からギリギリ一手差の終盤に入り、後手が歩を巧みに使い 
5 八の中住まいの先手玉に迫ります。 

先手は駒損を省みず手得で下 3 一の後手玉を攻め、先手玉が詰めろをかけられた局面から金角桂を用いて一気
の寄せに出て、最後 2 三飛車成り捨てから豪快に即詰みに討ち取り 125 手までで勝利を飾りました。 

見事に流れるような手順で指手が進められ。中澤先生から杉本一門の内奥、藤井五冠にまつわる逸話、将棋界
の話題に言及する余裕の時間は与えられませんでした。 

終局後、大盤で感想戦を行ない、今流行りのＡＩの評価値曲線も踏まえ、勝敗の分岐点について検討が施され、
プロの棋譜と遜色ない内容に場内視聴者と中澤先生も凄いと声を出して頷いていました。将棋大会の締めを飾
るにふさわしい決勝対局を一同堪能し、館内全体が暖かく惜しみない拍手に包まれました。（棋譜 参照） 

来年も開催予定です。ありがとうございました。 
 
成績結果 
決勝ト−ナメント 

優勝 準優勝 3 位 
加藤 優弥・高之 ペア 
豊橋市立下地小学校６年  

⽯⿊ 練太郎・悦従 ペア 
日進市立赤池小学校５年 

濱口 竣大・真一 ペア 
春日井市立勝川小学校 6 年 

 
敗者トーナメント 

 豊橋市⻑賞 1 位 豊橋市教育委員会賞 2 位 
佐藤 隼一郎・亮二 ペア 

一宮市立木曽川東小 5 年 
⻫藤 陽真・啓司 ペア 
岡崎市立矢作北小学校 1 年 
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午前  予選リーグ 
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   表彰式後                    行事終了後  全体で記念撮影 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 



 
 
 
 


